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新潟市表層の土質とN値の推定例（深度2～10m平均）

信濃川下流の河道沿いの推定地盤断面（土質・N値）

地盤工学研究室

自然科学系  助教

保坂  吉則  HOSAKA Yoshinori http://geotech.eng.
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平野地盤の工学的構造の解明と地震時挙動の評価
～ボーリング情報を活用した表層地盤のモデル化～

●キーワード● 液状化、地盤増幅度、沖積層、ボーリングデータベース

　土木構造物や建築物の耐震化が進む中で、近年の地震で
は液状化などの宅地地盤被害が注目されています。また、平野
地盤はその表層構造によって地表面での揺れの大きさや固
有周期が異なるため、被害が局地化する例がよく見られます。
　当研究室は、近年利用が可能となってきたボーリング調査
のデータベースを用い、主に沖積層を対象とした表層地盤構
造のモデル化を試みてその特性を把握した上で、地震時の地
盤の危険度（液状化危険度や地盤増幅度、斜面安定等）の広
域評価へ活用する方法を研究しています。
　ボーリングデータによる液状化の危険度や地盤増幅度を
算定する手法はほぼ確立していますが、広域を評価する場合、
ボーリング情報が疎な地域や深部の推定精度向上や地下水
位情報のばらつきが課題となっています。そこで、ランダムに
存在するボーリング柱状図から得られる土質やN値、孔内水
位等の情報に基づき、Kriging法などの空間統計学の手法を
用い、等間隔の柱状地盤モデルを構築します。このモデルか
ら、様々な地震ハザード評価への展開が期待されます。
　なお、地盤の構造と様々な地震ハザードは、地形条件や河
川流域毎に大きく変わる可能性があるため、そのような地域
特有の要素を加味して評価することで、予測精度の向上が期
待されると考えています。

地盤工学会編：全国77都市の地盤と災害ハンドブック，丸善出版，2012.（新潟市を担当執筆）
保坂吉則：ボーリングデータベースに基づく新潟市域の表層地盤の粒度と工学的特性，地盤工学ジャーナル，
Vol.13，No.4，pp.341-357，2018.

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　長年研究してきた液状化に関する知見を地域に還
元したいと考えています。
　空間統計学とGISを活用した研究ですが、地盤防
災以外への展開も考えられます。

・主に平野部に立地する地域の地震防災を担う自治
体
・連続する社会基盤施設（道路、鉄道、堤防、上下水道
等）の地震防災を担う管理者

関連する知的財産
論文 等

専門分野 地盤工学、地盤防災

図-1 機械学習による海上工事の可否判断結果．波高（Hs）が
1m以上の場合には，海上工事ができない． （小原・中村 2020）
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図-2 LSTMマルコフ連鎖による波高予測．観測値（青線）と
機械学習を用いた予測値（赤線）がよく合致している．（西田ら, 2021）
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建設産業分野におけるビックデータの
人口知能を用いた分析処理や評価に関する研究

●キーワード● 人口知能、機械学習、判別分類、工事進捗自動判断、劣化予測、台帳自動記入、波浪予測

　近年、建設産業分野では情報量が顕著に増加していま
す。例えば、ドローンを用いた写真測量では、数億の点群
をパソコンで処理・分析する必要があります。当研究室
では、このようなビックデータを活用して、人工知能も
用いることで、社会基盤施設等の大規模な情報を分析・
整理しており、豊富なノウハウを有しています。
　これまでに行った具体的な研究事例としては、機械学
習（LSTMモデル）を用いた波浪予測の高精度化などが
挙げられます。これは、株価の予測などにも用いられて
いる人工知能の一種であるLSTMを海の波の高さの予
測に適用するもので、海上工事の可否判断に用いること
ができます。人工知能を用いることで、建設分野のビッ
クデータを用いた分析・整理が行えます。
　人工知能に関しては、社会基盤施設等の撮影画像を用
いた劣化予測や台帳の自動記入等にも活用できるとさ
れています。このような研究のみならず、ご相談いただ
ければ社会基盤施設に関するビックデータや人工知能
を用いた建設産業の効率化の推進に資する研究業務を
展開できます。このような研究にご興味がございました
ら、是非ご連絡頂けますと幸いです。

1）Obara, Y., Nakamura, R.(2022): Transfer learning of long short-term memory analysis in significant wave 
height prediction off the coast of western Tohoku, Japan. Ocean Engineering 266, Part 4(15): 113048 
2）西田航平，小原裕貴，中村亮太 (2022): LSTM-マルコフ連鎖モデルを用いた日本沿岸域における有義波高予測の検討．
土木学会論文集B3（海洋開発） 78(2):I_457-I_462 [doi:10.2208/jscejoe.78.2_I_457]

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　機械学習（人工知能）を用いたビックデータの分析
など，建設産業の業務遂行の効率化に関する研究を
是非行いたいと考えております。是非ご相談くださ
い。

・建設産業分野全般：国土交通省、地方自治体、インフ
ラ、ゼネコン、建設コンサルタント。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 機械学習（人工知能）、海岸工学、大気力学

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 6-76-6


